
日本液体微粒化学会の目的 
 
本会の目的は，本学会誌『微粒化』に掲載されている本会会則第 3 条各項にかかげられているように， 

  1．研究会，講演討論会，講習会，見学会などを開催する． 
  2．液体の微粒化に関する科学技術の情報を提供する． 
  3．各国の液体微粒化組織と情報交換および研究交流を行う． 
  4．国際液体微粒化会議（ICLASS）の開催に協力する． 
  5．その他，本会の目的を達するために必要な活動を行う． 
である． 
 
第 1 号について，本会は毎年，微粒化シンポジウム，微粒化セミナー，研究委員会などを開催している． 
第 2 号について，学会誌『微粒化』に一般研究論文，若手研究者育成論文，研究速報，技術論文，論説，

随想，解説，技術資料，レビュー，会員の窓，会告などを掲載し，本会のホームページにおいても論文な

ど，様々な情報を提供している． 
第 3 号について，ILASS-International，ILASS-Asia，ILASS-Americas，ILASS-Europe との間で交流を行っ

ている． 
第 4 号について，第 1 回を含めて ICLASS を日本で 3 回開催しており，その他の ICLASS 開催に多面的

に協力している． 
第 5 号について，農業，製薬，医療，粉体，造粒などの分野に活動を広げつつある． 

 
 会員各位は，このような目的を十分ご理解いただき，あわせて会員増強のお力添えをいただきたい． 
 
 

日本液体微粒化学会 出版部会の目的 
 
本学会誌『微粒化』は，日本液体微粒化学会会則（1991 年 8 月 27 日より施行）の第 3 条 2 項に基づい

て出版される学会情報誌であり，日本液体微粒化学会の機関誌として液体の微粒化に関する科学技術の情

報を提供するものである． 
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表紙写真の説明 
  

題目：エアレス塗装機における非 Newton 流体の液膜分裂挙動 
明星大学 渡邉 大貴 氏，海上技術安全研究所 藤本 修平 先生，明星大学 緒方 正幸 先生， 
明星大学 熊谷 一郎 先生 提供 
 
船舶塗装等で使用されるエアレス実機における液膜分裂挙動の可視化結果である．試験液体とし

て実際の船舶用塗料に近い shear-thinning 特性を有する Kelzan ST 水溶液を使用した．低濃度の 0.1 
wt%では液膜がすみやかに分裂し良好な微粒化状態となるが，高濃度の 2.0 wt%では液膜は糸を曳く

ような分裂挙動を示し微粒化が阻害される．塗料特有の非 Newton 性が液膜分裂形態，ひいては液滴

が衝突して形成される塗装面の品質（平滑度）に大きな影響を与えていることを示す興味深い結果

である． 
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